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1. は じめ に
 近年,食 物繊維が糖尿病の病状改善,成 人の致死
的疾患である虚血性心疾患や,癌 とくに大腸癌 ・直
腸癌の予防 に有効性が指摘 され1,2,3)てか ら,食 事
からの食物繊維摂取量に関心が深 まっている。我が
国で も第五次改訂 日本人の栄養所要量で1日20g～
25g(10g/1000 kcal)の 値が示 されている4)が,
これまで食事か らの食物繊維摂取量の算定に用いた
「四訂 日本食品標準成分表」5)では,粗 繊維のみの
記載で実用に適 したものではなか った。1992年 「四
訂 日本食品標準成分表」のフォローアップに関する
調査報告]Vと して,食 物繊維の供給源 として重要な
食品227食 を記載 した 「日本食 品 食物繊 維 成分
表」6)が発表され,繊 維総量,水 溶性,不 溶性の成
分別に計算が可能 となった。しか し,こ の成分表で
も収載 された食品数の不足から,摂 取食品を十分捕
捉できない ことは明らかである。我 々は未収載食品
の収載食品への読み替えなどを行ない,実 用性のあ
る成分表を検討 し公表 してきた7,8,9)。本論文 では,
日本全国で行な ってい る陰膳方式食物収集10,11)に
よって得た献立表か ら,改 訂成分表に よるコンピ
ュータプログラム12)を 用い,日 本人中年女性 の繊
維摂取量を算定 した成績を報告する。
II.対 象及び調査方法
1.調 査対象
 陰膳方式食物収集を行な った北海道か ら沖縄 ま
で,13都 道府県19地 区から収集 した1日 の食事検体
の献立表を用い検討 した。調査対象者は男女の人数
構成に差があるため女性のみ とし,第1次 調査(1977
～1981年)27歳 ～65歳 の294名,第2次 調査(1990
～1995年)33歳 ～76歳 の384名 である(表1)。食生
活の違いから,調 査地区の うち宮城県を宮城1:都
市地区 と宮城 皿:農 村地区に分け,鹿 児島県奄美地
区は沖縄に加えた。また,食 習慣 の違 いを考慮 して,
調査対象を北海道,沖 縄 と,そ の他の地区を都市 と
農村に分けても観察 した。
2.調 査方法
 1)栄 養価算定:陰 膳食物収集で得た献立表を用
い,「 四訂 日本食品標準成分表」5)に 基づ いたコン
ピュータプログラムを使用 して計算 した。
 2)繊 維摂取量算定:「 日本食 品食物繊維成分
表」6)を 基本に,未 収載食品 を収載食品に読み替え
を行ない7,8),コ ンピュータプログラムを作成12)し
て計算 した。
 3)成 績の評価:主 としてStudentの 対応のな
いt一検定,分 散分析,多 重 比較検定,多 変量解析
に よった。
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表 1 調査対象内訳
地区別人数単位(人) 年齢別人数単位(人)
都道府県 地 区 第 l次調査 第2次調査 年齢 第 1次調査 第 2次調査
北海道 虻 田 20 34 20-39 82 40 
宮城 I 南光台 20 20 40-49 116 93 
宮城 E 桃生+河南+秋保 23 29 50-59 79 137 
福 島 喜多方 4 28 60- 17 114 
新 潟 白 根 17 22 平均 45.3 53.1 
富 山 富 山 16 25 
石 )11 金 沢 19 24 
地域別人数単位(人)
東 京 深 )11 25 24 
島 根 斐 1 20 28 
地域 第 1次調査 第 2次調査
山 口 徳 地 3 
北海道 20 34 
高 知 古3主弐・ 西 17 17 
都市 45 44 
福 島 津屋崎 25 17 
農村 188 250 
鹿児島 吹上+姶良 46 57 
沖縄 41 56 
1中 縄 奄美+美里+宮古 41 56 
対象人数(すべて女性)
第 l 次調査(1977~81) 294人
第2次調査(1991~95) 384人
表2 地区別食物繊維摂取量の比較
第 1次調査 第2次調査
食物繊維摂取量 (gJ日) 食物繊維摂取量 (gJ日)
都道府県 地区名 水溶性 不溶性 総量 水溶性 不溶性 総量
北海道 虻田 4. 5:t1. 72* 17.9:t5.69* 23. 2:t6. 97* 3.7:t1.67 14.5:t 5.43 19.3:t 7.28 
宮城I 南光台 3. 9:t1. 72* 13.6土5.24 18. 6:t7. 25 3.0:t1.10 13.8:t 4.33 19.0:t 6.41 
宮 城E桃生・河南・秋保 4.5土1.73* 18. 6:t6. 58** 24. 8:t8. 80** 3. 6:t 1. 49 14.1:t 4.94 18.6:t 6.80 
福島 喜多方 3.4土1.27 12.5 :t3. 08 16.3:t4.14 3. 7:t 1. 48 13.7:t 4.45 49.3:t 6.90 
新潟 白根 3. 9:t 1. 48 14.6 :t3. 58 20. 4:t4. 81 4.2土1.55 16.4:t 5.30 23.5:t 7.27 
富山 富山 3.9土1.79 14. 9:t4. 57 21. 1 :t6. 44 3.4:t1.21 13.5:t 4.21 18.6土 5.96
石川 金沢 4.0:t1.87** 15. 8:t4. 70 21. 8:t6. 58** 2.7:t1.61 13.1:t 5.83 16.5:t 7.32 
東京 深川 3.5土1.30 13. 5:t2. 73 17. 6:t3. 71 3. 9:t3. 27 14. 8:t10. 03 19.6:t13.63 
島根 斐川 4.8:t1.63** 18.8:t 3.26** 25. 7:t 5.87** 3.1 :t1.13 12.8:t 3.99 17.4:t 5.38 
山 ロ 徳地 1.8 12.6 28.8 3. 5:t0. 65 16.6:t 2.70 21. O:t 3.87 
高知 芸西 3. 3:t0. 97 14.1 :t2. 84 19.1 :t4. 94 3. O:t 1. 26 13.7:t 5.23 17.4:t 7.26 
福岡 津屋崎 3.7:t1.48 15.7 :t6. 46* 20. 2:t7. 40 3. 2:t 1. 4 12.6:t 3.60 17.1:t 5.61 
鹿児島 吹上・姶良 4. 3:t2. 24 * 15.9 :t5. 58 21. 9:t8. 07 3. 6:t 1. 32 16.3:t 4.96 20.8:t 6.02 
沖縄奄美・美里・宮古 3.2土2.38 13.0 :t4. 38 17.0土6.76 2.7:t 1. 60 11. 6:t 5.03 15.8:t 7.30 
メ口』 計 3.9土1.90料 15.4:t5.24** 20.7土7.29** 3.4:t1.67 14.0:t 5.55 18.7:t 7.56 
表中の数値は平均値±標準偏差
第l次調査，第2次調査間で有意差あり:**p<O.Ol， *p<0.05 
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第2次調査
食物繊維
(gj日)
平均
地区別食物繊維摂取量の比較表3
第 1次調査
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18.7 
宮城1:都市地区，宮城ll:農村地区
第 1次調査，第2次調査問で有意差あり:**p<O.Ol， *p<0.05 
各地区間で有意差あり:XX p<O. 01， X p<O. 05 
: 384 合計20.7** : 294 
第 l次調査では第2次調査に比べ総量，水溶性，
不溶性とも摂取量が高値であった。
2. 地区別食物繊維摂取量
調査地区ごとの食物繊維摂取量を表2に示した。
第 1次調査では北海道，宮城の農村地区，島根な
どが摂取量が多く，第2次調査では新潟が多かった。
しかし第2次調査で第 l次調査の摂取量をこす地
区はなかった。
各地区間の比較成績は表3に示した。第 l次調査
では北海道，宮城l，新潟，島根で摂取量が多く，
第2次調査では新潟，鹿児島が他の地区に比べ高値
であった。
成績
1. 1日食物繊維摂取量
第 1次調査では総繊維摂取量20.7:t7.29g(平均
値±標準偏差)， (最高値49.5g，最低値6.5g)，水
溶性3.9 :t1. 90 g (最高値13.7g，最低値0.7g)，不
溶性15.4:t5. 24 g(最高値39.5g，最低値5.6g)で
あった。
第2次調査では総繊維摂取量18.7:t7. 56 g(最高
値79.3g，最低値3.9g)，水溶性3.4:t1.67g(最高
値18.4g，最低値0.2g)，不溶性14.0:t5. 55 g(最高
値59.4g，最低値3.7g)であった。
11. 
地域別食物繊維摂取量の比較表4
第 2次調査多重比較(Duncan) 
B C 
第 l次調査
繊維摂取量
北海道
都市
農村
沖縄
19.3:t 7.28 
19. 3:t 10. 96 
19.1:t 6.74 
15.8:t 7.30 
人数
A: 34 
B: 44 
C: 250 
D: 56 
D 
???
A 
AA 
繊維摂取量
23. 2:t6. 97* 
18. 0:t5. 59 
21. 9:t7. 33** 
17. 0:t6. 76 
人数
A: 20 
B: 45 
C: 188 
D: 41 
地域名
CC 
CC AA 
18.7土 7.56
繊維摂取量:平均値±標準偏差 (gj日)
第 l次調査，第2次調査問で有意差あり:**p<O.Ol， *p<O.05 
地域間での有意差あり:XX p<O. 01， X p<O. 05 
:384 20.7:t7.29 :294 合計
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表5 年齢階層別食物繊維摂取量の比較
第1次調査 第2次調査
食物繊維摂取量 (g/日) 食物繊維摂取量 (g/日)
年齢 人数 水溶性 不溶性 総量 人数 水溶性 不溶性 総量
20-39 (a) 82 3.7:t1.7料 14.7:t5. 62** 19. 8:t7. 53** 40 2. 5:t 1. 23 l1.1:t4.21 14. 4:t5. 30 
40-49 (b) 116 4.2:t2.11** 16.1土5.39**21. 8:t7. 73** 93 3.2土2.25a 13.4:t7.02a 17. 9:t 9. 58a 
50-59 (c) 793.8:t1.73本 15. 0:t4. 63 20.0土6.38 137 3.4土1.36aa 14. 0:t4. 45aa 18. 9:t6. 53aa 
60- (d) 17 4.0:t 1. 4 15. 7:t4. 31 20.6土5.80 114 3.8土1.43aab 15. 4:t5. 32aabc 20. 6:t6. 73aabb 
合計 294 3. 9:t 1. 90料 15.4:t5. 24料 20.7:t7. 29** 384 3.4:t1.67 14.0土5.55 18.7 :t7. 56 
表中の数値は平均値±標準偏差
第l次調査，第2次調査で有意差あり:**p<O.01， *p<0.05 
各年齢層間で有意差あり:xx p<O. 01， x p<O. 05 
3. 地域別食物繊維摂取量
4地域別食物繊維摂取量を表4に示した。第 1次
調査では北海道，農村の摂取量が都市，沖縄より高
値で，第2次調査問では北海道，農村で第1次調査
成績に比べ有意の減少が見られた。北海道，農村，
都市の 3地域聞の差は見られず，沖縄が他の3地域
に比べ低値であった。
4. 年齢階層別食物繊維摂取量
年齢階層別にみた食物繊維摂取量を表5に示し
た。第 1次調査の20-30歳代， 40歳代が第2次調査
の同世代より水溶性，不溶性，総摂取量ともに多く，
両調査ともに高齢者群で摂取量が多い傾向をみた
が，第 l次調査では各年齢層間の差は見られず，第
2次調査では20---29歳代に比較して40歳代，50歳代，
60歳代で高値であった。
地域別に年齢層間の比較成績は， 1次， 2次調査
ともに北海道，都市，沖縄では年齢層間摂取量の差
は見みられなかった。農村では第 l次調査は年齢層
間の差はなく，第2次調査で50歳代， 60歳以上が20
-30歳代よりどの成分も高値であった。
5. 食品群別食物繊維摂取量
食品群別食物繊維摂取量を表6に示した。第1次
調査，第2次調査とも12群(野菜類)， 1群(穀類)， 
13群(果実類)， 7群(豆類)， 15群(藻類)の順に
摂取量が多く，とくに12群(野菜類)からの摂取量
がともに 1/3を占め，比率に差は認められなかっ
た。第 1次調査，第2次調査間での比較では，第 l
次調査でほとんどの食品群が高値であったが，第2
表6 食品群別食物繊維摂取量の比較
第l次調査 第2次調査
食物繊維摂取量 (g/日) 食物繊維摂取量 (g/日)
食物群 水溶性 不溶性 総量 水溶性 不溶性 総量
l群穀 類 0.4土0.93 3.5:t1.39** 3.9:t2.15** 0.3 :t0.55 2.7:t1.05 3. O:t 1. 54 
2群いも及びでん粉類 0.1土0.22 0.8:t0.91 O. 9:t1. 08 0.2土0.23 1.0:t1.06** 1. 2:t1. 28** 
4群菓 子 類 0.13:t0.18料 O. 6:t0. 85** O. 7:t0. 98** 0.09:t0.13 0.4土O.79 0.5:t0.84 
6群種 実 類 0.01 :to. 02 0.1 :t0. 39 O. 2:t0. 41 0.01 :to. 03 0.2:t0.47 0.2土0.52
7群豆 類 0.4 :t0.44 2.7土3.03* 3.1 :t3. 38 0.4 :t0.41 2. 2:t2. 65 2. 7:t3. 05 
12群野 菜 類 1.6 :t0.98* 5.3土2.34** 6.9:t3.13** 1.4 :t0.86 4.7:t2.22 6.2:t3.04 
13群果 実 類 1. 2 :t 1. 08料 2.0土1.76 3. 2:t2. 79 0.8 :t 1. 00 1.9土2.70 2. 9:t3. 96 
14群き の 」ヲ匝ー 類 0.03土0.07 0.3 :t0. 73 0.4 :t0. 80 0.05土0.07** O. 5:t0. 75** 0.5土0.84**
15群藻 類 1. 4:t2. 51 1.4土2.32
合計 3.9土1.90** 15.4土5.24**20. 7:t7. 29** 3.4 :t1. 67 14.0:t5.55 18. 7土7.56
表中の数値は平均値±標準偏差
第l次調査，第2次調査間で有意差あり:**p<O. 01， *p<0.05 
17 -平成8年12月(1996年)
食物繊維摂取量に関する要因表7
独立変数 (R2)
3. 2. 従属変数調査時期
(0.007) 地域食物繊維総量第 1次調査
地域 (0.051)(0.046) 年齢食物繊維総量
第 l次調査
+ 
第2次調査
第2次調査
地域 (0.043)年齢 (0.036)調査年 (0.018)食物繊維総量
独立変数は影響力の大きい変数から順に示した。
( )内の数値は全変動のうちで l位の変数からその変数までで説明できる変動の割
合を示す。
食物繊維摂取量に関わる要因について解析した成
績を表7に示した。第1次調査，第2次調査では要
因を調査地域(北海道，沖縄，農村，都市)，年齢
とし，第1次調査，第2次調査を合せ調査地域，年
齢，調査年を要因として検討した。第 1次調査では
総量，水溶性，不溶性ともに要因は地域のみであっ
た。第2次調査では総量，水溶性，不溶性の総てに
年齢，地域の順であった。両調査では水溶性は調査
年，地域，年齢の1民総量，不溶性は調査年，年齢，
次調査で2群いも類， 14群きのこ類の増加が見られ
た。
地域別に見た食品群は，ともに12群(野菜類)は
l位であるが，第2次調査では l群(穀類)依存が
低下し，とくに農村では2位から 4位へ，代って13
群(果実類)， 7群(豆類)への依存度が増加して
し、る。沖縄では15群(藻類)からの摂取量が増加し
ている。
食物繊維摂取量に関わる要因6. 
1000 kcal当たりの食物繊維摂取量の地区間比較
第 l次調査
食物繊維
(g/1000 kcal) 
人数 平均 A
第2次調査
食物繊維
(g/1000 kca1) 
人数 平均
多重比較 (Duncan)
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10.2* 
宮城1:都市地区，宮城1I:農村地区
第 1次調査，第2次調査問で有意差あり:**p<O.Ol， *p<0.05 
各地区間で有意差あり:XX p<O. 01， X p<O. 05 
: 384 合計9.7 : 294 合計
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表9 食物繊維摂取量の充足率
食物繊維摂取量
第 l次調査 第 2次調査
地域 人数 (g / 1000 kcal)充足者 (%) 人数 (g /1000 kcal)充足者 (%) 
北海道 20 9.8 10 50 34 10.6 15 44 
都市 45 9.5 20 44 44 10.4 20 45 
農村 188 9. 7 75 40 250 10.3 124 49 
沖縄 41 9.1 13 32 56 9.2 17 30 
合計 294 9.7 118 40 384 10.2 176 46 
充足者は 10g/1000 kca1以上摂取者
表10 1000 kca1当たり食物繊維摂取量の地域間比較
第 l次調査 多重比較 第 2次調査
食物繊維 (Duncan) 食物繊維
地域名
北海道
都市
農村
沖縄
合計
(g / 1000 kcal) 
人数 平均
A: 20 9.8 
B: 45 9.5 
C : 188 9.7 
D: 41 9.1 
: 294 9.7 
A B 
(g/1000 kcal) 
C D 人数 平均
A: 34 10.6 
B: 44 10.4 
C : 250 10.3* 
D: 56 9.2 
: 384 10.2* 
第 l次調査，第2次調査問で有意差あり:**p<O.Ol， 
各地域間での有意差なし
*p<0.05 
地域の順となった。
7. エネルギー摂取量と食物繊維摂取量
1000 kcal当たりの総繊維摂取量について地区間
の比較成績を表8に示した。総数からみた成績は，
第 1次調査に比べ第 2次調査で摂取量が増加した
が，地区別にみると鹿児島でのみ有意に増加してい
た。
第 l次調査では地区間の差は見られなかった。第
2次調査で地区差が見られ，北海道，福島，新潟，
鹿児島など農村地域が他の地区より高値であった。
8. 食物繊維摂取量の充足率
4地域で10g/1000 kcalの所要量充足者をみた。
両調査で4地域ともに充足者は50%以下であった。
第 1次調査に比べ第2次調査で充足者が増加したの
は農村地域のみであった。(表9) 
4地域聞の1000kcal当たりの摂取量を比較した
が，第 1次，第2次調査ともに差異は見られなかっ
た。(表10)
IV. 考察
日本人の食物繊維摂取量については，従来「四訂
日本食品標準成分表J5)から算定される粗繊維量に
よって評価されてきたが， 1992年四訂日本食品標準
成分表のフォローアップに関する調査報告町により
「日本食品食物繊維成分表J6)が発表され，ょうや
く食物繊維摂取量算定の目途が立った。しかし収載
食品が食物繊維含有食品のみとはいえ， 227食品と
四訂版の1621食品に及ばず，繊維算定に満足のいく
ものではなかった。我々は， I日本食品食物繊維成
分表」に未収載食品を収載食品に読み替えなどを行
ない，食物繊維摂取量につし、て検討してきた7.8.9)
が，今回，作成したコンビュータプログラム 12)を
用い，日本人の食物繊維摂取量について検討した。
1977~81年日本各地で陰膳方式食物収集を行なって
(第 1次調査)作成した献立表と， 1991年からの同
一地区での再調査(第2次調査)で得た食事献立表
から食物繊維摂取量を計算した。男性は調査地域お
よび年齢が不均ーのため，本調査対象には20歳から
平成8年12月(1996年)
60歳代の成人女性を選んだ。
1日食物繊維総摂取量は第 1次調査で平均20.7
g，第 2次調査18.7gであった。水溶性，不溶性も
ともに第1次調査値が有意に高値であった。少人数
の調査であるが，摂取総量は男性では第 1次調査で
女性に比べ高値であった。しかし，第2次調査では
減少し女性との差異はみられなくなった。近年の日
本人のエネルギー摂取量の減少が，穀類とくに米飯
摂取量の減少に由来していることをすでに明らかに
した13.14)が，繊維供給源としての穀類摂取量の減
少が食物繊維摂取量の減少をも生じさせていると推
定される。日本人の食物繊維総摂取量について幾つ
かの報告があるo 粗繊維摂取量からの推定値として
1960年17.3g， 70年16.5g， 80年15.7gI5)，英国の
食品成分表から常用の130食品を使用して算定した
70年20.2g，80年19.4gの報告16)，主要食品を直接
分析した成分表による70年18.8g， 80年17.4g， 90 
年17.0gの報告17)があり，国民栄養調査成績を「日
本食品食物繊維成分表」で推定した値として80年
17.0 g， 90年16.0gの報告18)などがある。我々の
成績は，直接 1日食したと同じ食事(陰膳)を各食
品ごとに分別秤量して，食品ごとの繊維成分からの
算定であり，他の報告に比べ正確度が高い。故に繊
維摂取量はし、ずれの報告値より高値であったが，す
でに報告した8.9)ように，水溶性，不溶性，総量と
もにより実際的な値を示したものであると確信出来
る。我々の報告を含め日本人の繊維摂取量は，すべ
て経年的に減少していることが明らかである。
調査都道府県別に摂取量を比較した。食事形態の
違いを考慮して宮城県を都市部と農村部に2分し，
鹿児島県奄美大島を沖縄として扱った。第 1次調査
では北海道，東北，北陸など農村地区の繊維摂取量
が多く，これらは第2次調査で著明に減少した。唯
一新潟地区が両調査とも摂取量が高値であった。沖
縄は両調査時ともに摂取量が他の地区に比べ低値で
あった。
4地域に分けての比較でも，第1次調査の北海道，
農村が第2次調査で減少し都市との差が消失し，
エネルギー，糖質の摂取量の差が見られなくなっ
た13.14)ことと同様に，繊維摂取量の穀類依存の低
下と食の均一化がもたらしたものであろう。沖縄は
両調査時ともに食物繊維摂取量は低値であった。エ
ネルギ一，糖質，蛋白質などの摂取量からみた食形
態の違いが19)，繊維摂取量に反映していると思われ
る。沖縄のみ未だ食生活上の特徴を維持しているこ
とを窺わぜる。
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年齢階層別にみた成績は，第 1次調査では年齢聞
の差異は認めなかった。第2次調査では第 l次調査
に比べ若年者ほど摂取量が減少しており，年齢層が
高くなると総量，水溶性，不溶性ともに増加して60
歳代以上が20-39歳代、40-49歳代より高値であった。
第2次調査の60歳代の摂取量が，第 1次調査の50-
59歳代と同量であることから，第2次調査より10歳
若い世代との比較が興味あるところである。しかし
第2次調査の50歳代， 40歳代は第 1次調査の40歳，
30歳代と比較しでも減少している成績から，食物繊
維摂取量の時間的変化からも，とくに若い世代での
食環境の変化が大きいことを推測させる結果となっ
た。両調査聞の違いについては， 3世代同居や核家
族など家族構成による食生活の変化や，経年的食事
内容の変化などについても考慮することが必要とな
ろう。
繊維摂取源としての食品群は，両調査ともに12群
(野菜類)， 1群(穀類)， 13群(果実類)， 7群(豆
類)由来の摂取量が上位を占めた。とくに12群(野
菜類)は 1/ 3と比率に差はみられず，依存度の高
いことを示している。 1群(穀類)は第2次調査で
の摂取量の減少13.14)を反映して減少しているが，
総量から見れば2番目に多く重要な位置は譲ってい
ない。しかし，都市では野菜，果物についで3位，
農村では野菜，果物，豆，につぐ4番目に位置して，
食物繊維源としての関心度が低いことも事実であろ
う。
繊維成分表に4群(菓子類)の収載はないが，穀
類，豆類，種実類由来の繊維成分が多く含まれ，補
給源としても無視出来ない。その点を考慮して改訂
繊維成分表を作成して計算した九第 l次調査で総
量0.7g，水溶性0.13g，不溶性0.6g，第2次調査で
は総量0.5g，水溶性0.09g，不溶性0.4gの成績で
あった。第2次調査の減少は，菓子類によるエネル
ギー摂取量の減少成績からも領首されるが，繊維総
量に占める量は多くなかった。第2次調査で2群い
も及びでん粉類と14群きのこ類の増加がみられた。
近年人工栽培のきのこ類が季節を問わず食される
が，これも繊維量としては多いものではなかった。
むしろ個々人の摂取量から見て， 13群(果実類)摂
取量の差が繊維摂取量の過少に大きく影響し，とく
に水溶性繊維成分の量を左右することが特徴的であ
った。都市，農村での食生活指導に果物が繊維源と
して勧められていることも担っている。
食物繊維摂取量が調査地域の違い，調査対象者の
年齢の何れに関わりが大であるかを検討した。第1
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次調査では総量，水溶性，不溶性ともに要因は地域
のみであったが，第2次調査では総量，水溶性，不
溶性ともに年齢，地域の順に関わりが大で，両調査
聞の要因の違いをみた。さらに第 l次，第2次調査
をまとめ調査年を要因に加えると，水溶性は調査年，
地域，年齢のI1贋，総量，不溶性は調査年，年齢，地
域の順となって，時間の経過が大きい要因であるこ
とが明らかにされた。
食物繊維摂取量は食物エネルギー摂取量との関わ
りも重要視されている。 1000kcal当たりの食物繊
維摂取量は，第 l次調査で平均9.7g/日，第2次調
査10.2gと有意に増加した。地区別での増加は鹿
児島のみであった。地区間の比較では，繊維摂取総
量でみた第 1次調査の地区間格差が，エネルギー当
量では完全に消失していて，第2次調査ではかえっ
て北海道，福島，新潟，鹿児島などの農村地区が他
の地区より多い結果を示した。エネルギー摂取量が
第 l次調査で地区間の差異が著明であったが，第2
次調査で地区間格差が完全に消失した成績15)から
みて，第2次調査地区で食物繊維摂取量の多かった
地区は，食改善などの啓蒙により食物繊維摂取に努
めた結果とも推定される。 10g/1000 kcalの充足者
数は第 1次調査で40%，第2次調査では46%と半数
に満たず，また充足者数の増加したのは農村のみと
し、う結果から，まだまだ食材に心すべきかと考える。
V. まとめ
1. I日本食品食物繊維成分表」の補正プログラム
を用い，陰膳食物収集で得た献立表から日本人の食
物繊維摂取量を算定した。
2.対象とした成人女子での成績は第 1次調査
(1980年代)平均20.7g/日，第2次調査(1990年代)
18.7 g/日であった。
3.第2次調査では北海道，農村での摂取量は減少
し，都市との差が消失した。穀類由来の摂取量減少
が推定された。
4.食物繊維摂取源 l位は野菜類で 1/3を占めた。
穀類由来は全体では2位であったが，第2次調査で
は都市で3位，農村で4位と総量でも減少した。代
って果実類，いも類，きのこ類の増加がみられた。
5. 1000 kcal当たりの摂取量は第 1次調査平均9.7
g，第2次調査10.2gと増加した。しかし所要量
10 gを越した人数は第 1次調査40%，第 2次調査
46%であった。
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